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   第１章 総則 

 （目的） 

第１条 北洋大学（以下「本大学」という。）は、教育基本法及び学校教育法の定めるところ

に従い、学校法人京都育英館の建学の精神である「明徳・格物致知の実践」を旨として、幅

広い教養を授けるとともに、深く専門の学芸を教授研究し、もって我が国及び国際社会の発

展と人類の福祉に寄与しうる人材を育成することを目的とする。 

 （自己評価等） 

第２条 本大学は、教育水準の向上を図り、及び前条の目的を達成するため、本大学における教

育、研究活動等の状況について、自ら点検及び評価を行うものとする。 

２ 前項の点検及び評価の項目並びにその実施体制については、別に定める。 

 （組織的な研修等） 

第２条の２ 本大学は、授業の内容及び方法の改善を図るための組織的な研修及び研究を実施

する。 

２ 前項の組織的な研修及び研究については、別に定める。 

 （学部・学科） 

第３条 本大学に次の学部・学科及び外国人留学生別科を置く。 

 国際文化学部 キャリア創造学科 

２ 外国人留学生別科に関する規程は、別に定める。 

 （収容定員） 

第４条 本大学国際文化学部各学科の収容定員は、次のとおりとする。 

学  部 学  科 入 学 定 員 収 容 定 員 

国際文化学部 キャリア創造学科 ７５ ３００ 

 （修業年限） 

第５条 本大学各学部の修業年限は、４年とする。 



２ 在学年数は、７年を超えることができない。 

 

   第２章 学年、学期及び休業日 

 （学年及び学期） 

第６条 学年は、４月１日に始まり翌年３月31日に終る。 

２ 前項の学年を前期及び後期に分ける。 

  前期 ４月１日から８月31日まで 
  後期 ９月１日から翌年３月31日まで 

３ １年間の授業を行う期間は、定期試験等の期間を含めて、年間35週にわたることを原則と

する。 

 （休業日） 

第７条 休業日は、次のとおりとする。 

 (1) 日曜日及び国民の祝日に関する法律に規定する休日 
 (2) 開校記念日 
 (3) 夏季休業 ８月１日から８月31日まで 
 (4) 冬・春季休業 12月28日から３月31日まで 
２ 前項の休業日を変更し、又は臨時に休業日を定めることができる。 

３ 第１項の休業日であっても、臨時に授業を行うことができる。 

 

   第３章 教育課程及び履修方法 

 （授業科目） 

第８条 授業科目は、一般教育科目（学部共通科目）、基礎専門科目、専門科目、演習科目、

実習科目及び関連科目に分け、これを４か年に配当して教授する。 

 (授業の方法） 

第８条の２ 授業は、講義、演習、実験、実習若しくは実技のいずれかにより又はこれらの併

用により行うものとする。 

２ 文部科学大臣が別に定めるところにより、前項の授業を、多様なメディアを高度に利用し

て、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させることができる。 

３ 第１項の授業を、外国において履修させることができる。前項の規定により、多様なメデ

ィアを高度に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させる場合についても、同

様とする。 

４ 文部科学大臣が別に定めるところにより、第１項の授業の一部を、校舎及び附属施設以外

の場所で行うことができる。 

 （教育課程） 

第９条 学部・学科の授業科目、単位数、履修方法及び卒業に必要な単位は、別表第１のとお

りとする。 

 （他学科履修） 

第９条の２ 学生が在学している学科以外の本大学の学科の授業科目を履修することを希望す

る場合は、学部・学科ごとに定める範囲で、学長がこれを許可することができる。 

２ 前項により履修した授業科目の修得単位については、在学する学科の卒業に必要な単位に

算入することができる。 



 （他大学履修） 

第１０条 学生が、本大学と単位互換協定または、学生交流協定を締結している国内の他の大

学又は短期大学の授業科目を履修することを希望する場合は、教授会の議を経て、学長がそ

の意見を聴き、これを許可することができる。 

２ 前項により履修した授業科目の修得単位については、大学設置基準第28条第１項に定める

範囲で、本大学において修得したものとみなし、卒業所要単位に算入することができる。 

３ 学生の他大学履修又は他短期大学履修については、別に定める他大学履修に関する規程に

よる。 

 （大学以外の教育施設における学修） 

第１０条の２ 学生は、短期大学又は高等専門学校の専攻科における学修及びその他文部科学

大臣が別に定める学修を、本大学の授業科目として認定を申請することができる。 

２ 本大学は、教育上有益と認められるときは、前項により申請された学修を、教授会の議を

経て、学長がその意見を聴き、本大学の授業科目として認定することができる。この場合に

おいて、前項により履修した授業科目の修得単位については、大学設置基準第29条第２項に

定める範囲で、本大学において修得したものとみなし、卒業所要単位に算入することができ

る。 

 （留学） 

第１１条  学生が、外国の大学又は短期大学、ならびに大学以外の教育施設等の授業科目を履

修することを希望する場合は、教授会の議を経て、学長がその意見を聴き、これを許可する

ことができる。 

２ 前項により履修した授業科目の修得単位については、大学設置基準第28条第２項に定める

範囲で、本大学において修得したものとみなし、卒業所要単位に算入することができる。 

３ 学生の留学に関する規程は、別に定める。 

 （外国人留学生及び海外帰国子女の特例） 
第１２条 第57条及び第58条により入学を許可された者の教育のために、第８条に定める授

業科目のほか、日本語及び日本事情に関する授業科目を開設することができる。 
２ 前項により履修した日本語及び日本事情に関する授業科目の修得単位については、一般教

育科目の卒業所要単位に算入することができる。 
 （単位の計算） 
第１３条 単位の計算は、次の各号の基準による。 
 (1) 講義及び演習については、15時間又は30時間の授業をもって１単位とする。 
 (2) 実習及び実技については、30時間又は45時間の授業をもって１単位とする。 

 （授業科目の届出） 

第１４条 学生は、履修しようとする授業科目を毎学年所定の期間内に届出て承認を得なけれ

ばならない。 

 （学芸員） 

第１４条の２ 学芸員の資格を得ようとする者は、第９条に定めるもののほかにそれぞれ定め

られた授業科目の単位を修得しなければならない。 

２ 学芸員の資格を得るために必要な授業科目及び単位数は、別表第４のとおりとする。 

 （進級） 

第１５条 学生が所定の単位を修得しないときは、別に定める規程により教授会の議を経て、



学長がその意見を聴き、入学２年次と３年次の間に進級停止の処置をとることができる。 

 

   第４章 試験及び成績評価 

 （試験） 

第１６条 履修した授業科目修了の認定は、試験その他の方法によって行う。 

２ 前項の認定は、第14条によりあらかじめ届出ている授業科目でなければならない。 

第１７条 試験は、所定の期間内にこれを行う。 

２ 前項の試験のほかに、臨時に試験を行うことがある。 

第１８条 各授業科目について、出席すべき時間数の３分の１以上欠席した者は、当該授業科

目修了の認定を受ける資格を失うことがある。 

第１９条 授業料その他の学費未納者は、授業科目修了の認定を受けることができない。 

 （成績評価） 
第２０条 成績評価は、Ｓ（１００点～９０点）、Ａ（８９点～８０点）、Ｂ（７９点～７０

点）、Ｃ（６９点～６０点）、Ｆ（５９点以下）の５段階に分け、Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃを合格と

し、Ｆを不合格とする。なお、既修得科目の認定評価はＴと表記する。 
２ 合格した授業科目については、所定の単位を修得したものと認める。 
３ 不合格の授業科目については、別に定める規程による。 
４ 成績評価による学業成績を総合的に判断する指標として、ＧＰＡ（Grade Point Averag

e）を用いる。 
５ 前項に定めるＧＰＡは、成績評価のうち、Ｓに4.0、Ａに3.0、Ｂに2.0、Ｃに1.0、Ｆに0を

それぞれ評価点として与え、各授業科目の評価点にその単位数を乗じて得た積の合計を、履

修した授業科目の総単位数で除して算出する。ただし、Ｔとして表記された科目を除く。 
 （追加試験） 
第２１条 やむを得ない事由で、定期の試験を受けることができなかった者については、追加

試験を行うことがある。 

 

   第５章 卒業及び学士号 

 （卒業及び学位の授与） 

第２２条 本大学に４年以上在学し、学部学科所定の教育課程に従って、授業科目を履修し、

所定の単位を修得した者には、卒業を認定し、学士（国際文化学）の学位を授与する。 

 

   第６章 入学、編入学、再入学及び転科 

 （入学の時期） 

第２３条 入学の時期は、学期の始めとする。 

 （入学資格） 

第２４条 本大学の第１学年に入学できる者は、次の各号の一に該当する者とする。 

 (1) 高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者 

 (2) 通常の課程による12年の学校教育を修了した者（通常の課程以外の課程により、これに

相当する学校教育を修了した者を含む。） 

 (3) 外国において、学校教育における12年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科

学大臣の指定したもの 



 (4) 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設

の当該課程を修了した者 

 (5) 文部科学大臣の指定した者 

 (6) 大学入学資格検定規程により文部科学大臣の行う大学入学資格検定に合格した者 

 (7) その他本大学において、相当の年齢に達し、高等学校を卒業した者と同等以上の学力が

あると認めた者 

 （入学試験） 

第２５条 本大学に入学を志望する者は、所定の手続をもって出願し、入学試験を受けなけれ

ばならない。 

２ 入学試験の方法は、別に定める。 

３ 前項の試験に合格し、所定の入学手続を終えた者に入学を許可する。 

 （編入学） 

第２６条 編入学のできる者は、次の各号のいずれかに該当する者とし、選考のうえ、編入学

を許可することができる。 

 (1) 大学または短期大学もしくは高等専門学校を卒業した者 

 (2) 大学に２年以上在学し、所定の単位を修得した者 

２ 前項の規定により編入学した者の在学期間は、第22条の規定にかかわらず、２年以上４年

までとする。 

３ 編入学した者が入学前に修得した単位については、本大学で修得した単位として認定する

ことができる。 

４ その他編入学に関して必要な事項は別に定める。 

 （再入学） 

第２７条 本大学を退学した者又は除籍された者で、再び入学を志望する者があるときは、選

考のうえ再入学を許可することができる。 

２ 再入学に関する規程は、別に定める。 

 （入学手続） 

第２８条 入学を許可された者は、所定の保証人連署の在学誓書(保証書)、その他入学に必要

な書類を提出しなければならない。 

２ 保証人は、親権者若しくはそれに準ずるものであって在学中の一切の事項について保証す

る者とする。 

３ 保証人が改姓名、転居したときは、速やかに届出なければならない。 

４ 保証人が死亡、その他の事由によりその資格を失ったときは、直ちに保証人を別に定め、

改めて在学誓書（保証書）を提出しなければならない。 

５ 第１項の手続を完了しないときは、入学を取消すことがある。 

 （既修得単位の認定） 
第２９条 第25条、第26条、第27条、第57条及び第58条により入学、編入学、再入学を許可

された者が、従前在学した大学又は短期大学等（外国の大学又は短期大学を含む。）及び高

等専門学校、専修学校の専門課程並びに第10条の２に定める大学以外の教育施設における学

修のうち、文部科学大臣の定める基準を満たすものにおいて、既に修得した授業科目の単位

（科目等履修生として修得した単位を含む。）については、次に定める範囲内で本大学で修

得した単位として認定することができる。 



 (1) 他の大学又は短期大学等（国外の大学又は短期大学を含む。）及び高等専門学校、専修

学校の専門課程並びに第10条の２に定める大学以外の教育施設における学修のうち、文部

科学大臣の定める基準を満たすものにおいて、卒業又は中途退学し、新たに本大学の第１

年次に入学した者の従前在学中に修得した単位については、大学設置基準第30条第３項に

定める範囲 

 (2) 編入学した者については、従前在学中に修得した全授業科目の単位のうち、編入学時に

認定された授業科目の単位 

 （転科） 

第２９条の２ 本大学の学生で他の学科に転科を志願する者のあるときは、選考のうえ許可す

ることができる。 

 

   第７章 休学、復学、退学、除籍及び転学 

 （休学） 

第３０条 病気その他の事由で長期にわたり修学することができないときは、理由を付し、保

証人連署のうえ願い出て休学の許可を得なければならない。 

２ 病気を理由とする休学願には、医師の診断書を添付しなければならない。 

 （休学期間） 

第３１条 休学期間は、学年の前期若しくは後期又は１学年を区分とし、当該年度限りとす

る。 

２ 引き続き休学を要する特別の事情があるときは、許可を得てさらに１年に限り休学するこ

とができる。ただし、通算４年を超えることはできない。 

３ 休学期間は、在学年数に算入しない。 

 （復学） 

第３２条 復学は、学年前期の始め又は学年後期の始めとし、願い出によりこれを許可する。 

２ １学年を区分とし休学した者の復学年次は、原級に留め置くものとする。ただし、前期又

は後期を区分とし休学した者は、この限りではない。 

 （欠席） 

第３３条 傷病その他やむをえない事由で欠席しようとするときは、その理由を付した欠席届

を提出しなければならない。 

２ 傷病のため１週間以上欠席するときは、欠席届に医師の診断書を添付しなければならな

い。 

 （退学） 

第３４条 傷病その他やむをえない事由で退学しようとする者は、理由を付し、保証人連署を

もって願い出て許可を得なければならない。 

 （除籍） 

第３５条 次の各号の一に該当する者は、これを除籍する。 

 (1) 第５条第２項に規定する在学年数を超えた者 

 (2) 第31条第１項又は第２項に規定する休学期間を超えた者 

 (3) 学費の納付を怠り、督促を受けてもなお納入しない者 

 (4) 外国人留学生で、出入国管理及び難民認定法に定める在留資格を喪失した者 

 (5) 死亡又は失踪宣告が確定した者 



 （転学） 

第３６条 本大学の学生で、他の大学に転学を希望する者は、願い出て許可を得なければなら

ない。 

 

   第８章 職員組織 

 （学長） 

第３７条 本大学に学長を置き、校務をつかさどり、所属教職員を統督する。 

 （副学長） 

第３７条の２ 本大学に副学長を置き、学長を助け、命を受けて校務をつかさどる。 

 （学部長） 

第３８条 本大学に学部長を置き、学長を補佐して学部に関する校務をつかさどる。 

 (主任) 

第３８条の２ 学部に学科主任を置き、学部長を補佐する。 

 （教職員） 

第３９条 本大学に教授、准教授、講師、助教、助手、事務職員、その他の職員を置く。 

 （任期を定めた教員） 

第３９条の２ 前条に定める教員について、任期を定めた教員を置くことができる。 

２ 任期を定めた教員に関する規程は別に定める。 

 （教授） 

第４０条 教授は、専攻分野について、教育上、研究上又は実務上の特に優れた知識、能力及

び実績を有する者であって、学生を教授し、その研究を指導し、又は研究に従事する。 

 （准教授） 

第４１条 准教授は、専攻分野について、教育上、研究上又は実務上の優れた知識、能力及び

実績を有する者であって、学生を教授し、その研究を指導し、又は研究に従事する。 

 （講師） 

第４２条 講師は、教授又は准教授に準ずる職務に従事する。 

 （助教） 

第４２条の２ 助教は、専攻分野について、教育上、研究上又は実務上の知識、能力を有する

者であって、学生を教授し、その研究を指導し、又は研究に従事する。 

 （助手） 

第４３条 助手は、その所属する組織における教育研究の円滑な実施に必要な業務に従事す

る。 

 （臨時講師） 

第４４条 学長は、必要があると認めたときは、臨時に講師を嘱託することができる。 

 （名誉教授、客員教授） 

第４５条 本大学に名誉教授、客員教授を置くことができる。 

２ 名誉教授、客員教授に関する規程は、別に定める。 

 （その他の職員） 

第４６条 事務職員、その他の職員に関する規程は、別に定める。 

 

   第９章 教授会 



 （教授会） 

第４７条 本大学に教授会を置く。 

２ 教授会は、専任の教授、准教授、講師及び助教をもって構成する。 

３ 教授会は、学長が次に掲げる事項について決定を行うに当たり審議し、意見を述べるもの

とする。 
 (1) 学生の入学及び卒業 
 (2) 学位の授与 
 (3) 前２号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、教授会の意見を聴くこと

が必要なものとして学長が定めるもの。 

４ 教授会は、前項に規定するもののほか、学長、学部長等（以下「学長等」という。）がつ

かさどる教育研究に関する事項について審議し、及び学長等の求めに応じ、意見を述べるこ

とができる。 

５ 教授会に関する規程は、別に定める。 

 

   第１０章 学費及び入学検定料 

 （学費） 

第４８条 本大学の学生は、別表第５の入学金、授業料その他の学費を納入しなければならな

い。 

２ 前項の学費納入時期、納入方法等必要な事項は、別に定める。 

 （入学検定料） 

第４９条 本大学に入学を志願する者は、別表第６に定める入学検定料を納入しなければなら

ない。 

 

   第１１章 奨学金制度 

 （奨学金） 

第５０条 人物・学業成績等が優秀な学生又は経済的に修学困難な事情が生じた学生に対して

は、選考のうえ奨学金を貸与若しくは給費することができる。 

２ 奨学金に関する規程は、別に定める。 

   第１２章 賞罰 

 （表彰） 

第５１条 人物・学業ともに優秀な者又は特に善行があって他の模範となる者に対しては、教

授会の議を経て、学長がその意見を聴き、これを表彰することができる。 

２ 表彰に関する規程は、別に定める。 

 （懲戒） 

第５２条 学生が本大学の規則・命令に背き、又は学生の本分に反する行為があったときは、

教授会の議を経て、学長がその意見を聴き、これを懲戒する。 

２ 懲戒は、情状により譴責、停学、退学の３種とする。 

３ 前項の退学は、次の各号の一に該当するものに対して行うことができる。 

 (1) 性行不良で改善の見込みがないと認められる者 

 (2) 学力劣等で成業の見込みがないと認められる者 

 (3) 正当の理由がなくて出席常でない者 



 (4) 本大学の秩序を乱し、その他学生としての本分に反した者 

４ 懲戒に関する手続きは、別に定める。 

 （弁償） 

第５３条 校舎及び附属する施設・設備を故意に汚損又はき損したときは、相当の弁償をさせ

ることができる。 

 

   第１３章 聴講生、科目等履修生、科目等特別履修生、委託生、外国人留学生、 

   海外帰国子女 

 （聴講生） 

第５４条 本大学の授業科目の１科目又は数科目の聴講を願い出た者にたいしては、正規の学

生の学修に妨げのない限り選考のうえ聴講生として許可することができる。 

２ 聴講生に関する規程は、別に定める。 

 （科目等履修生） 

第５５条  本大学の授業科目の１科目又は数科目の履修を願い出た者にたいしては、正規の学

生の学修に妨げのない限り選考のうえ科目等履修生として履修を許可することができる。 

２ 科目等履修生に関する規程は、別に定める。 

 （科目等特別履修生） 

第５５条の２ 本大学と学生交流協定を締結している国内外の大学又は短期大学に現に在学し

ている者で、推薦のあった者は、科目等特別履修生として授業科目の履修を許可することが

できる。 

２ 科目等特別履修生に関する規程は、別に定める。 

 （委託生） 
第５６条 特定の機関・団体等から、本大学の授業科目について修学を委託される者があると

きは、選考のうえ委託生として許可することができる。 
２ 委託生に関する規程は、別に定める。 
 （外国人留学生） 
第５７条 第24条に規定する入学資格を外国で取得した外国籍の者で、本大学を志望する者

は、選考のうえ外国人留学生として入学を許可することができる。 
２ 外国人留学生に関する規程は、別に定める。 
 （海外帰国子女） 
第５８条 第24条に規定する入学資格を外国で取得した日本国籍の者で、外国において相当の

期間、中等教育（高等学校に対応する学校における教育をいう。）を受けた者は、選考のう

え海外帰国子女として入学を許可することができる。 
２ 海外帰国子女に関する規程は、別に定める。 
 （外国人特別生） 
第５９条 第24条に規定する入学資格を有しない外国人で、外務省及び在外公館又は本邦所在

の外国公館の確実な紹介のある者は、選考のうえ外国人特別生として入学を許可することが

できる。 
２ 外国人特別生に関する規程は、別に定める。 

 

   第１４章 図書館 



 （図書館） 

第６０条 本大学に図書館を設け、図書その他の文献及び研究資料を収集管理し、教職員及び

学生並びに館長の許可を受けた一般市民の閲覧に供する。 

２ 図書館に関する規程は、別に定める。 

 

   第１５章 福利厚生施設  

 （福利厚生施設） 

第６１条 本大学に、保健室、相談室その他必要な福利厚生施設を置く。 

 

   第１６章 公開講座 

 （公開講座） 
第６２条 公開講座は、教授会の議を経て随時にこれを開設することができる。 

２ 公開講座に関する科目、聴講料についてはその都度これを定める。 

 

   附 則 

 この学則は、平成１０年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この学則は、平成１１年４月１日から施行し、改正後の第４８条別表第４学費等は、平成１

０年度入学生から適用する。 

   附 則 

 この学則は、平成１２年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この学則は、平成１４年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この学則は、平成１６年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この学則は、平成１７年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この学則は、平成１８年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この学則は、平成１９年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この学則は、平成２２年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この学則は、平成２３年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この学則は、平成２４年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この学則は、平成２５年４月１日から施行する。ただし、平成２４年度以前の入学者は、従

前の教育課程及び履修方法による。 

   附 則 



 １ この学則は、平成２７年４月１日から施行する。 

 ２ 第２９条は平成２７年度の入学者から適用する。 

   附 則 

 １ この学則は、平成２９年４月１日から施行する。 

 ２ 国際文化学部国際文化学科は、平成２９年度から学生募集を停止し、当該学科に在籍す

る者の卒業等を待って廃止するものとする。 

 ３ 第４条の規定にかかわらず、平成２９年度からの国際文化学部国際文化学科の入学定員

は０人とする。 

 ４ 第４条の規定にかかわらず、平成２９年度から平成３２年度までの国際文化学部国際文

化学科の収容定員は次のとおりとする。  

 収容定員 

 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 

国際文化学部国際文化学科 ２２５ １５０ ７５ － 

   附 則 

 この学則は、平成２９年４月１日から施行する。ただし、平成２８年度以前の入学者は、従

前の教育課程及び履修方法による。 

   附 則 

 この学則は、平成３０年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この学則は、令和２年４月１日から施行する。 

附 則 

 この学則は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則 

 この学則は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則 

 この学則は、令和３年４月１日から施行する。  



別表第１ I 教育課程 

（１）キャリア創造学科 

目的 キャリア創造学科は、異文化理解を基盤とし、自分自身の生き方を見つめ自

分の生きる社会の中で、潜在能力を開花させ、学んだ知識や実践力を活用できる幅

広い職業人の養成を目的とする。 

Ａ 令和３年度以降入学生適用 

  

 
授業科目の名称 履修単位 

備 考 
必修 選択 自由 

一

 

般

 

教

 

育

 

科

 

目 

入

門 
キャリアデザイン入門 
キャリアデザイン概論 

２ 
２ 

   
 
 
 
  4単位以上 
 
 
   
 
  4単位以上 
 
   
 
  2単位以上 
 
   
   
  4単位以上 

 
 

 2単位以上 
 

計26単位以上 

人

 

間 

宗教学 
哲学 
倫理学 
歴史学 
心理学 

 ２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

 

社

 

会 

憲法学 
法学 
政治学 
経済学 
社会学 

 ２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

 

科

 

学 

自然科学の現在 
科学技術と社会 
生物と環境 

 ２ 
２ 
２ 

 

情

 

報 

情報とコンピュータ 
情報コミュニケーション 
情報セキュリティ 
情報とメディア 

 ２ 
２ 
２ 
２ 

 

健

康 

スポーツ実技 
健康とスポーツ 

 ２ 
２ 
 

 



 

 

専

 

 

門

 

 

科

 

 

目 

 

キ

 

ャ

 

リ

 

ア

 

・

 

情

 

報

 

北洋大学の「社会人学」 

職業能力とキャリア 

スポーツとキャリア 

変化の時代のキャリア形成 

プレゼンテーション・スキル 

協働と対人関係 

スポーツビジネス論 

マネジメント論 

会計の基礎 

マーケティング論 

地域産業論 

地方行政論 

社会福祉論 

地方自治論 

統計の基礎 

プログラミング 

データサイエンス 

情報システム 

機械学習とAI 
情報の収集と発信 

情報特別講座 

 ２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

４ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文

 

化

・

社

 

会

 

多文化社会論 

比較文化論 

異文化交流論 

国際関係論 

ジェンダー論 

先住民学 

観光と文化 

持続可能社会論 

アイヌ歴史文化論 

北海道歴史文化論 

北海道の自然と食文化 

日本歴史文化論 

現代日本文化論 

英語で学ぶ日本 

中国歴史文化論 

アジア歴史文化論 

 ２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 



ヨーロッパ歴史文化論 

イギリス歴史文化論 

北米歴史文化論 

オセアニア歴史文化論 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

言

 

語

 

文

 

化

 

Intensive Reading I 
Intensive Reading II 
Intensive Reading III 
Intensive Reading IV 
Extensive Reading I 
Extensive Reading II 
Extensive Reading III 
Extensive Reading IV 
Intensive Online English  
Practice 
Writing I 
Writing II 
English for Tourism 
Japanese Culture 
Listening and Pronunciation 
Advanced Reading I 
Advanced Reading II 
Public Speaking  
Discussion and Debate 
Advanced Writing 
Literature 
English Phonology 
Business English I 
Business English II 
中国語入門 
中国語発音 
中国語コミュニケーションI  
中国語コミュニケーションII 
視聴覚中国語I 
視聴覚中国語II  
中日翻訳I 
中日翻訳II 
中日翻訳III 
インテンシブ中国語I  
インテンシブ中国語II 
インテンシブ中国語III 
インテンシブ中国語IV 

 ２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 



 

 

中国語文法・作文 
ビジネス中国語 
中国文学 
上級中国語 
日本語文法I 
日本語文法II 
日本語コミュニケーションI 
日本語コミュニケーションII 
日本語コミュニケーションIII 
日本語コミュニケーションIV 
日本語応用I 
日本語応用II 
ビジネス日本語I 
ビジネス日本語II  
日本文学Ａ 
日本文学Ｂ 
コミュニケーション論 
アイヌ語 
韓国語 
ロシア語 
ドイツ語 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計66単位以上 

演 

習 

科 

目 

基礎ゼミナールI 
基礎ゼミナールII 
専門ゼミナールI 
専門ゼミナールII 
専門ゼミナールIII 
専門ゼミナールIV 
卒業研究 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

６ 

 

 

 

 

 

 

  

実 

習 

科 

目 

伝統文化A（茶道） 
伝統文化B（華道） 
伝統文化C（書道） 
伝統文化D（アイヌ） 
実践型インターンシップI 
実践型インターンシップII 
地域創生Ａ 
地域創生Ｂ 
フィールドスタディ 

 １ 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

  

 

 

 

 

  2単位以上 

 
 
 

 計6単位以上 

 

 



Ｂ 令和２年度以前入学生適用            
 

 
 

授

業

科

目

の

概

要

 
 
 

授 業 科 目 の 名 称 
履修単位 

備  考 
必修 選択 自由 

 
 

一

般

教

育

科

目

 
 
 

入 

門 

大学で学ぶために１ 
大学で学ぶために２ 
キャリアデザイン入門 
キャリアデザイン基礎 

１ 
１ 
２ 
２ 

  
 

人 
 

間 

仏教学 
宗教学 
哲学 
倫理学 
歴史学 
心理学 

 ２ 

２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

  
 
 

4単位以上 

社 

会 

憲法学 
政治学 
経済学 
社会学 

 ２ 
２ 
２ 
２ 

  
 

2単位以上 

科 

学 

自然科学の現在 

科学技術と社会 

生物と環境 

 ２ 

２ 

２ 

  
2単位以上 

情 

報 

情報とコンピュータ 

情報とネットワーク 

情報セキュリティ１ 

情報セキュリティ２ 

 ２ 

２ 

２ 

２ 

  
 

4単位以上 

言 
 

語 

Basic English 1 
Basic English 2 
Reading-Writing 
Listening-Speaking 
フランス語 
ドイツ語 
日本語基礎１(留学生) 
日本語基礎２(留学生) 

 １ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

  
 
 
 

  2単位以上 

健 

康 

体育実技 

保健体育 

 ２ 

２ 

  
2単位以上  

計26単位以上  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 
 

授

業

科

目

の

概

要

 
 
 

授 業 科 目 の 名 称 
履修単位 

備  考 
必修 選択 自由 

 
 

専

門

科

目

 
 
 

 
 

異

文

化

教

育

科

目

群

 
 
 

多文化社会論 

比較文化論 

日本文化概論 

アイヌ文化概論 

禅文化論 

異文化交流論 

インド文化論 

チベット文化論 

中国文化論 

アメリカ文化論 

イギリス文化論 

ヨーロッパ文化Ａ 

ヨーロッパ文化Ｂ 

ヨーロッパ文化Ｃ 

ドイツ文学論 

アメリカ文学論 

イギリス文学論 

 ２ 

２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

２ 
２ 
２ 
２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

  

 

 

 

 

 

 

 

14単位以上 

 

キ
ャ
リ
ア
教
育
科
目
群 

 

インターンシップとビジネススキル 

職業と進路 

進路とキャリア 

キャリア専門Ａ 

キャリア専門Ｂ 

キャリア専門Ｃ 

人材育成と生涯学習 

ビジネスリサーチＡ 

ビジネスリサーチＢ 

 ２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

  

 

 

 

8単位以上 

日本経済論 
地域経済論 
国際経済論 
貿易実務 
マーケティング論 
経営学概論 
会計学概論 
原価計算論 
経営分析論 
情報システム 
データベース 
データマイニング 
プログラミング 
マルチメディアとWeb技術 
情報とデータ処理 
情報の検索と発信 
法学概論 
民法 

 ２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
４ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

 

 



 

 
 

授

業

科

目

の

概

要

 
 

 

授 業 科 目 の 名 称 
履修単位 

備  考 
必修 選択 自由 

 
 

専

門

科

目

 
 

 

行政法 
地方自治法 
自治行政 
国際社会概論 
国際法 
国際関係論 
コミュニケーション論 
家族社会学 
女性論 
社会福祉論 
日本文化論 
北海道文化論 
北方文化論 
地域文化論 
アイヌ文化論 
日本食文化論 
北海道の自然と食文化 
北海道観光論 
北海道環境論 
北海道地方史 
アイヌ史 
アイヌ口承文芸論 
アイヌ語 
社会思想論 
比較宗教論 
日本宗教史 
インド仏教史Ａ 
インド仏教史Ｂ 
中国仏教史 
中国禅思想史 
日本仏教史Ａ 
日本仏教史Ｂ 
日本禅思想史 
仏典講読Ａ 
仏典講読Ｂ 
禅籍講読Ａ 
禅籍講読Ｂ 
仏教説話 
曹洞宗学Ａ 
曹洞宗学Ｂ 
曹洞宗経典・行持解説 
Composition 1 
Composition 2 
Discussion 1 
Discussion 2 
Advanced English 

 ２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

 

 



 
 

授

業

科

目

の

概

要

 
 

授 業 科 目 の 名 称 
履修単位 

備  考 
必修 選択 自由 

 
 

専

門

科

目

 
 

 

Travel English 1 
Travel English 2 
Business English 1 
Business English 2 
Economic English 1 
Economic English 2 
Current English A 
Current English B 
Reading A 
Reading B 
Reading C 
Grammar-Composition 1 
Grammar-Composition 2 
卒業研究 

 ２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
４ 

 

計64単位以上  

演
習
科
目 

専門ゼミナール１ 

専門ゼミナール２ 

専門ゼミナール３ 

専門ゼミナール４ 

１ 

１ 

１ 

１ 

  

 

 

実

習

科

目

 
 

坐禅Ａ 

坐禅Ｂ 

伝統文化Ａ(茶道) 

伝統文化Ｂ(華道) 

伝統文化Ｃ(書道) 

伝統文化Ｄ(アイヌ) 

ボランティア活動 

インターンシップＡ 

インターンシップＢ 

まちなかにぎわい実習Ａ 

まちなかにぎわい実習Ｂ 

フィールドスタディ 

 ２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

  

 

 

 

 

 
 
 

2単位以上 
 
 

計8単位以上  

 

関

連

科

目

 
 

総合講座Ａ 

総合講座Ｂ 

総合講座Ｃ 

総合講座Ｄ 

簿記特別演習Ａ 

簿記特別演習Ｂ 

情報特別演習Ａ 

情報特別演習Ｂ 

坐禅Ｃ 

坐禅Ｄ 

総合英語Ａ 

総合英語Ｂ 

総合英語Ｃ 

総合英語Ｄ 

総合英語Ｅ 

 ２ 

２ 

２ 

２ 

４ 

４ 

４ 

４ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

計4単位以上  



 Ⅱ 履修方法 

 学生は、教育課程に定める授業科目について卒業までに次のように履修し、単位

を修得しなければならない。 

 

１ 国際文化学部 

 （１） キャリア創造学科 

Ａ 令和３年度以降入学生適用 

 

Ｂ 令和２年度以前入学生適用              

 区   分 必修 選択必修 選択 広域選択 

 

一

般

教

育

科

目

 
 

入門 ６  

４ １８ 

人間  ４ 

社会  ２ 

科学  ２ 

情報  ４ 

言語  ２ 

健康  ２ 

小   計 ６ １６ 

区  分 必 修 選択必修 選 択 広域選択 
一

般

教

育

科

目 

入 門 ４  

６ 

１０ 

人 間  ４ 
社 会  ４ 
科 学  ２ 
情 報  ４ 
健 康  ２ 

専
門
科
目 

キャリア・情報  １４ 
１４ 

 
文 化・社 会  １４ 

言 語 文 化  所属コースから 
２４ 

演 習 科 目  １６   
実 習 科 目  ２ ４ 

小  計 ２０ ７０ ２４ １０ 
合  計 １２４ 



 

専

門

科

目

 
 

異文化教育科目群  １４ 

４２ 
キャリア教育科目群  ８ 

   

小   計  ２２ 

 演 習 科 目   ４   

 実 習 科 目    ２ ６ 

 関 連 科 目     ４ 

小  計 １０ ４０ ５６ １８ 

合       計 １２４ 

 

別表第２ 削除 

 

別表第３ 削除 

 

別表第４ 

Ａ キャリア創造学科（令和３年度以降）入学生適用 

授業科目 履修単位 
備 考 

必修 選択 
博物館学概論 

博物館論（経営） 

博物館論（資料） 

博物館論（資料保存） 

博物館論（展示） 

博物館学実習 

博物館情報・メディア論 

博物館教育論 

生涯学習概論 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

考古学 

先住民学 

観光と文化 

持続可能性社会論 

アイヌ歴史文化論 

北海道歴史文化論 

北海道の自然と食文化 

多文化社会論 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

     

 

 

 



異文化交流論 

生物と環境 

日本歴史文化論 

中国歴史文化論 

アジア歴史文化論 

ヨーロッパ歴史文化論 

イギリス歴史文化論 

オセアニア歴史文化論 

アイヌ口承文芸論 

アイヌ語 

伝統文化Ａ（茶道） 

伝統文化Ｂ（華道） 

伝統文化Ｃ（書道） 

伝統文化Ｄ（アイヌ） 

フィールドスタディ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

 

 

 

32単位 
以上 

 

注 学芸員の資格を取得するには、上記の必修科目の単位、選択科目の単位を 

修得すること。 

 

Ｂ キャリア創造学科（令和２年度以前）入学生適用 

授業科目 
履修単位 

備考 
必修 選択 

博物館学概論 

博物館論１（経営） 

博物館論２（資料） 

博物館論３（資料保存） 

博物館論４（展示） 

博物館学実習 

博物館情報・メディア論 

博物館教育論 

生涯学習概論 

考古学 

仏教美術史 

北海道地方史 

アイヌ文化概論 

北海道の自然と食文化 

生物と環境 

禅文化論 

日本文化概論 

異文化交流論 

インド文化論 

チベット文化論 

中国文化論 

アメリカ文化論 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

３ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 
 
 

  

 

 

 

 

 

 
 

  6単位 

   以上 

 

           

 

 

 

 

 

    



イギリス文化論 

ヨーロッパ文化Ａ 

ヨーロッパ文化Ｂ 

ヨーロッパ文化Ｃ 

インド仏教史Ａ 

インド仏教史Ｂ 

中国仏教史 

中国禅思想史 

日本禅思想史 

日本仏教史Ａ 

日本仏教史Ｂ 

日本文化論 

北海道文化論 

北方文化論 

地域文化論 

アイヌ文化論 

日本食文化論 

北海道観光論 

北海道環境論 

アイヌ史 

アイヌ口承文芸論 

アイヌ語 

科学技術と社会 

自然科学の現在 

伝統文化Ａ(茶道) 

伝統文化Ｂ(華道) 

伝統文化Ｃ(書道) 

伝統文化Ｄ(アイヌ) 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

 

 

        32単位 

         以上 

 

 

 

 

 

 

 

   
 

 

 
 
 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

注 学芸員の資格を取得するには、上記の必修科目の単位、選択科目の単位を 

修得すること。 

  



別表第５ 

 学費等 

           学 部 

項 目 
  国 際 文 化 学 部    備  考 

入   学   金 

授   業   料 

施   設   費 

教 育 充 実 費 

実 験 実 習 費 

   ２００，０００ 円 

   ６８０，０００ 円 

   １７０，０００ 円 

    ６０，０００ 円 

    ２０，０００ 円 

初年次のみ 

年  額 

年  額 

年  額 

年  額 

注 必要によって別表以外に学費を徴収することがある。 

 

 

別表第６ 

 入学検定料 

入学検定料 ３０，０００円 

 備 考 

１ 大学入学共通テストを利用する入学試験の入学検定料は14,000円とする。 

２ 私費留学生については入学検定料を15,000円とする。 

 


